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十勝川流域委員会における意見を反映した

十勝川水系河川整備計画（原案）の修正案

平成22年3月

北 海 道 開 発 局
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■十勝の名の由来について、その意
味が分かるように記載した方が良
い。

意見原案 修正案



- 3 -- 2 -

■十勝川の工業の歴史や交通網の発
達の歴史などについて記載してほ
しい。

意見原案 修正案
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■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

意見原案 修正案
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■統内新水路のときに馬が果たした
役割について記載してほしい。

意見原案 修正案
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■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

意見原案 修正案
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■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

意見原案 修正案
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■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

意見原案 修正案
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■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

意見原案 修正案
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■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

意見原案 修正案
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■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

意見原案 修正案
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■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

■内水対策は、河川管理者だけでは
対応しきれないことを記載した方
がよい。

■治水上の課題では下流の内水被害
を取り上げているが、帯広でも内
水被害はあり、これに関する言及
があってもよいのではないか。

意見原案 修正案
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■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

意見原案 修正案
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■十勝の農業への支援を４本柱の１
つとしている中で、整備計画（原
案）P60の課題において、水資源に
関する課題認識があってもよいの
ではないか。

■地下水は管理者がいないのが問題。
地下水は、河川との関わりが深い
ため、河川管理者として踏み込ん
だ認識が必要ではないか。また、
地下水も含めて今後の水資源が非
常に大きな課題になるのではない
かと思う。

■治水の沿革や課題等に主要支川名
が出てきていない箇所があるので
はないか。

■外来種、貴重種について、整備計
画（原案）P43以降の注釈には記載
があるが、本文中でも記載すべき
ではないか。

意見原案 修正案
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■行政、企業、住民といった共同体
の中で、協働については、行政だ
けではやりきれないところがある
ことを住民にも伝えてやる気を
持ってもらうことが重要であり、
各々の役割分担を強く表せないか
と思う。

■基本理念にあるように持続可能な
社会をつくるためには地域力が重
要であり、地域の力を最大限利用
するような書き方ができないか、
検討していただきたい。

意見原案 修正案
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■多様な生物等については、「生物
多様性」の条約もあり、それと治
水との関係について、言及すべき
ではないか。

意見原案 修正案
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■整備計画（原案）P73の河道掘削イ
メージ図とP84の河畔林の保全のイ
メージ図の関係が分かりづらい。

意見原案 修正案
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■整備計画（原案）P73の河道掘削イ
メージ図とP84の河畔林の保全のイ
メージ図の関係が分かりづらい。

意見原案 修正案
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■内水対策は、河川管理者だけでは
対応しきれないことを記載した方
がよい。

■中流の内水対策も重要なので検討
してほしい。

意見原案 修正案
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■整備計画（原案）P84では河畔林の
保全について記載されているが、
樹木の伐採に関して、やむを得ず
切るというのではなく、積極的に
草原環境を維持するという側面も
あってよいのではないか。

■整備計画（原案）P73の河道掘削イ
メージ図とP84の河畔林の保全のイ
メージ図の関係が分かりづらい。

意見原案 修正案
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■整備計画（原案）P86の景観におけ
る工作物の配慮事項について、
「不必要に目立たせることを避
け」という記載があるが、例えば
十勝大橋は目立っていても美しく、
「自然景観と構造物が織りなす、
調和させる美しい景観づくり」の
視点が必要と思うので、そのよう
な文章にしてほしい。

意見原案 修正案
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■許認可を有する工作物についても
管理することが必要ではないか。

■外来種、貴重種について、整備計
画（原案）P43以降の注釈には記載
があるが、本文中でも記載すべき
ではないか。

意見原案 修正案
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■整備計画（原案）P84では河畔林の
保全について記載されているが、
樹木の伐採に関して、やむを得ず
切るというのではなく、積極的に
草原環境を維持するという側面も
あってよいのではないか。

意見原案 修正案
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■ハードとソフトについても単に車
の両輪というだけではなく、本来
はハードがあってその上にソフト
があるのが理想と思う。はじめに
事業のメニューなどを示しながら、
一般住民にも戦略がわかるように
整理できないものか。

■整備計画（原案）P96の「危機管理
体制」について、水防に対して市
町村が責任者であること、広域に
なれば知事も責任者となること、
また、開発局はそれに対して支援
していく立場であることを、明記
すべきではないか。

■情報については、一方的に提供す
ればよいのではなく、これからは、
双方向の情報を交換することが重
要なのではないか。

意見原案 修正案
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■P97の「洪水予報、水防警報」につ
いて、情報の受け手側がそれを十
分活かせるよう、様々な支援をし
ていくことを記載すべき。

意見原案 修正案
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■P97の「洪水予報、水防警報」につ
いて、情報の受け手側がそれを十
分活かせるよう、様々な支援をし
ていくことを記載すべき。

意見原案 修正案


